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1 はじめに  

 近年、スマートフォンの普及により、私たちは、日常生活の様々な局面において技術を意識することなく

ICT を活用したサービスを使用しており、ICT 技術は生活に無くてはならないものとなっている。教育分野

においては、文部科学省が「教育の情報化ビジョン」で、情報手段を主体的に選択し活用していくための個人

の基礎的な資質を、読み、書き、算盤に並ぶ基礎・基本と位置付けている。 
 一方、ICT 技術の急速な広がりによって、サイバー攻撃は、組織だけでなく個人にとっても身近な脅威とな

ってきた。マルウェアや不正アクセスは、情報漏えいだけでなく、ランサムウェアのようにデータを身代金奪

取のための手段とする手口の増加などもあり、新たな情報セキュリティ上の脅威に対抗する必要が生じてい

る。 
本学においても、これら情報セキュリティの脅威から学内の重要な情報を守りつつ、新しい学びや先進的な

研究に資することを目的とした教育・研究情報システムの整備を継続的に実施する必要がある。 
 本レポートでは 2016 年度における教育・研究向け情報システム基盤の整備実績と利用実態について報告す

る。 

2 情報基盤整備の実績  

 
2016 年度に実施した主な情報基盤整備は以下の通りである。 
 ・メールシステム更新（クラウド化） 
 ・情報教室/マルチメディアルーム等設置 PC の更新  

  ・デジタル化を中心とした教室 A/V 環境の更新 
 

2-1 サーバシステムの更新と改善 

1） RAINBOW 全学サーバ基盤のシステム移行 

 2015 年度～2016 年度の 2 か年計画でサーバ基盤の移行を進めた。2016 年度は ID 統合管理システム、メールシ

ステム（後述）、教職員ポータル・グループウェアシステムの移行が完了した。これにより旧サーバ基盤よりのシ

ステム移行計 53 件が無事に完了した。 

2） Office 365 Education 導入 

 2015 年度より引き続き、次期メールシステムとして Office 365 Education（以下、Office 365）導入の整備を進

めた。2016 年 4 月に Office 365 の認証基盤や ID 統合管理システムとの連携整備を完了し、6 月に職員、7 月～8

月にかけて各附属校、11 月に立命館大学（教員・学生）とメールシステムを順次切り替えた。利用マニュアルを整

備し、あわせて利用者からの問い合わせ対応窓口を設置するなどして準備を行ったため、一定の問合せや対応はあ

ったが、大きな混乱はなかった。12 月には、データ移行期間を終了し旧メールシステムを停止した。 

また、学内にメーリングリストや自主ドメインなど一部のメールシステムが残るため、メールゲートウェイを

2017 年 3 月に更改した。 

 さらに、Office 365 のメールシステム以外の活用として、メールシステムと同時に予定表、ToDo 管理などの機

能、Office 365 ProPlus（Office 365 から Word、Excel 等 Office 製品をパソコンにインストールして利用可能なサ
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ービス）の利用を開始した。また、Office365 上で構築された新教職員ポータル・グループウェアシステムも 2017

年 3 月にサービスを開始した。 

 

2-2 ネットワーク環境の改善 

1） 無線 LAN 利用可能エリアの拡張 

 教学環境としての重要性の高まりを踏まえ、無線 LAN システムの安定性および管理性の向上を目的として、無

線 LAN コントローラを導入すると共に無線 LAN 関連機器の冗長化を図る整備を 2015 年度より継続実施してお

り、2016 年度については朱雀キャンパス、大阪梅田キャンパス、東京キャンパスの整備を実施した(2016 年度整備

で全キャンパスの整備完了)。これにより、学内の無線 LAN の接続性がより一層向上すると共に、機器故障による

無線 LAN の利用停止リスクが大幅に低減された。 

 また、無線 LAN の利用可能エリアの拡張を図るため、各学部・部課からの整備要望集約結果を踏まえ、主に教

員研究室フロアや、実習室、ゼミ等に使用される会議室等に無線 LAN のアクセスポイントを増設した。 

＜増設実績＞ 

  14 施設、無線 LAN アクセスポイント 32 台 

2） キャンパス整備計画に基づくネットワーク基盤整備 

 全学のキャンパス整備計画に基づき、2016 年度中に建築工事が行われた BKC スポーツ健康コモンズに新規にネ

ットワーク設備を整備した。また衣笠キャンパス学而館の改修工事に伴いネットワーク設備を再整備した。 

 

2-3 情報教室等パソコン環境およびプリント環境の更新 

 2016 年度における教室環境整備では、老朽化したパソコン・機器等の更新整備を実施した。2017 年度 4 月よりユーザ

ーリリースするために、2017 年の 2 月から 3 月にかけて、衣笠キャンパス、BKC、朱雀キャンパス、東京キャンパス、

大阪梅田キャンパスの情報教室、教室、マルチメディアルームおよびその他院生共同研究室等のデスクトップパソコン約

4000 台の一斉リプレイスをおこなった。情報教室等のパソコンは正課の授業で利用されるものであり、整備においては

これまでと同様に教学部と連携して台数を含めた仕様の確定を行っている。 

 

（１）情報教室・マルチメディアルームをはじめとするパソコンの一斉リプレイス 

 これまで設置されていたパソコンは、2010 年度に整備されたものであり、供用 6 年目を迎えハードウェアの老

朽化が進んでいた。 

 また、これまで基本ソフトウェア（OS）として Windows7 を採用していたが、2020 年 1 月にサポート終了の

予定であることが分っており、今回の整備以降少なくとも 5 年間の利用を見通して、また、ユーザーインタフェ

ースが Microsoft 社提供の修正プログラムで急激に変わることのないよう、OS は Windows 10 Enterprise Long 

Term Service Branch（LTSB）を採用した。 

 2017 年 4 月稼動に向けて、これら約 4000 台のパソコンを一斉にリプレイスし、今後数年間にわたって授業で

使用される様々なソフトウェアが安定的に動作する環境の整備を行った。リプレイスにあたっては、これまでも

採用していたパソコン環境の配信作業が円滑に行なえるネットワークブートシステムを継続した。起動にかかる

時間を短縮するために旧システムから引き続きキャッシュ機能を実装し、あわせて内蔵ディスクドライブとして

SSD を採用した。 

（２）プリントステーションの新設 
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 OIC ではコンコースなど教室の近くにパソコン「Express-PC」、複合機を分散設置している。これにより「ぴ

あら」等の施設が開室していない時間帯でも印刷をしたり、学生自身が保有するパソコン、タブレット端末、ス

マートフォンからも印刷が可能な環境を提供している。今次整備では、衣笠キャンパス、BKC でもオープンスペ

ースにパソコン・複合機のセットである「プリントステーション」を両キャンパスに各６セットずつ設置した。

これらの整備により、両キャンパスでも授業前などマルチメディアルームが開室してなくとも印刷ができるよう

になった。また、学生自身が保有するデバイスでの印刷等が可能になり BYOD を支える環境の充実化を行うこと

ができた。 

（３）情報教室パソコンへのヘッドセット全台整備 

 これまでマイク付のヘッドフォン（ヘッドセット）を取り付けている情報語学演習室に限られていたが、今次整

備において、全情報教室のパソコンにヘッドセットを取り付けた。Web 上で発音を含む語学演習が可能な Web サ

ービスが増加しており、教室のさらなる有効活用が可能となった。 

（４）利用実態に基づくパソコンの設置台数の適正化 

①衣笠キャンパスでは利用実態のない洋洋館 972 教室のパソコンを撤去し、一般教室化を行った。 

②BKC および朱雀キャンパスでは経営学部の OIC 移転に伴い、2015 年度の利用実績に基づくシミュレーション

により以下の教室の定員削減を行った。 

＜定員 5 人削減＞ 

 BKC プリズムハウス；P25 教室・P26 教室・P31 教室・P32 教室・P33 教室・P34 教室 

 BKC コラーニングハウスⅠC21 教室・C22 教室・C31 教室・C32 教室 

＜定員 10 人削減＞ 

 朱雀キャンパス：情報演習室 

 BKC コラーニングハウスⅠ：C12 教室 

③マルチメディアルームのパソコン削減 

 マルチメディアルームの利用率はレポート提出期を除くと毎年減少傾向にあり、特に衣笠キャンパスでは平

常の利用率は 60%程度であり政策科学部の OIC 移転も影響しているものと思われる。上述プリントステーショ

ンの設置によりレポート提出期の印刷需要も十分に賄えるものと考えられることから、衣笠キャンパス 3 箇所

のマルチメディアルームにて計 100 台のパソコンの削減を実施した。 

 BKC でも、平常時の利用率は 75%程度にとどまっており、上述のプリントステーションを設置した上で、50

台の削減を行った。 

 

2-4 教室映像音響システム整備 

 一般教室及び情報教室の映像音響システムの改修を前期（9 月）と後期（3 月）の 2 回に分けて整備を実施した。老朽

化したシステムの更新と併せて、キャンパス再整備事業にて整備された教室への映像音響システムの設置を行った。教室

のスペックは、京都キャンパス将来構想検討委員会のもとに 2016 年に設置された「存心館改修ワーキング」で定めた教

室標準仕様に基づいている。 

（１）京都キャンパス再整備に関するもの 

①明学館 1 階中教室（旧国連寄託図書館跡  MG101 教室） 1 室 

1 階大教室の中教室化（旧 93 号 MG201-202）  2 室 

②学而館 教室の新設 ３階、４階 

  大教室 1、中教室 3、小教室 8、ゼミ室 5   計 17 室 

③洋洋館 小教室 1 室（旧情報語学自習室からの転用）、ゼミ室 4 室 計 5 室 
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④存心館 一般教室の撤去 

（２）BKC 再整備に関するもの 

①コラーニングハウスⅡ 中教室整備 C607 教室    1 室 

②コラーニングハウスⅢ 廃止に伴う機能移転（C901～C906→ラルカディア） 6 室機能を移転 

（３）老朽化対策、HDMI 対応 

①朱雀 情報処理演習室   1 室 

 小教室    3 室 

②BKC プリズムハウス、アクロスウイング 7 室 

表 1 一般教室における主要機材の設置状況 （2017 年 3 月末現在） 
  プロジェクター モニター ブルーレイ HDMI OHC 部屋数計 

衣笠 台数（増加数） 
設置率（前年比） 

133(-4) 
 60%(-1%) 

221(-3) 
95%(-5%) 

149(+19) 
67 % (+9%) 

89(+16) 
40 % (+11%) 

221 
100 % (0%) 221(-3) 

BKC 台数（増加数） 
設置率（前年比） 

158(-1) 
100 % (0%) 

123(-5) 
78 % (+2%) 

145(-5) 
91%(-1%) 

107(+7) 
67 % (+6%) 

158(-5) 
100 % (0%) 158(-5) 

 表 1 では、2017 年 3 月から工事に入った衣笠存心館は算出母数から除外している。また、BKC で一般教室

の廃止があったことから、結果として対前年比で設置率が減少した機器がある。 

3 情報環境および各種サービスの利用実態  

 

2016 年度の利用実態の特徴は以下の通りである。 

【無線 LAN の利用状況】 

  実利用者が前年比 3%、延べ利用数が 45%増加しており、過年度に引き続き利用が拡大してい

る。 

【情報教室の利用状況】 

 衣笠キャンパス、BKC では稼働率が低下したが、OIC では稼働率が増大した（37.3％

→54.1％）。 

【マルチメディアルームの利用状況】 

 ログイン数は減少しているが、利用者数は微増した。2011 年のピーク以降緩やかな減少傾向

が続いている。 

【印刷環境の利用状況】 

 OIC を中心にプリント枚数は微増した。年間印刷枚数は、88%の学生が 500 枚以下である。

1000 枚を越える印刷を行う利用者は全体の 1％未満であり前年比でも大きく減少した。 

【メール】 

 メールシステム更改を行い、スマートフォン等のモバイルデバイスからも利用できるように

なった。新メールシステムは様々なデバイスからアクセスされており、利用率が向上した。 

3-1 ネットワーク環境の利用実態  

3-1-1 ネットワーク回線 
 2016 年度における、学内からインターネットへのアクセス回線（対外線）の利用状況(図 1-①)は、これまで同様に増

加傾向にあり、通常時 1.5Gbps～2.2Gbps 程度（2015 年度 1.7Gbps）、最大で 3.2Gbps 程度（2014 年度 2.2Gbps）と

利用が増加している。なお、本回線は 10Gbps の帯域を有しているため、ピーク時を含め十分な帯域が確保できている。 
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 一方で、図１-②から図１-⑦までのキャンパス間回線およびデータセンターとキャンパス間の回線の上限帯域は、図

1-②BKC～データセンター間(10Gbps)を除き依然 1Gbps であり、通信量の多い図 1-③衣笠～データセンター間では、

ピーク時 800Mbps から 1Gbps 近くまで利用されている状況である。この状況が継続すると通信の安定性に支障が出

る恐れがあることから、2017 年度中にネットワーク帯域の拡張を計画する必要がある。 

 

 

 

図 1 立命館大学ネットワーク概念図およびネットワーク利用帯域の推移 
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図 2 各校のネットワーク概念図およびネットワーク利用帯域の推移 
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3-1-2 無線 LAN 
 無線 LAN のログイン数、実利用者数は共に、引き続き増加傾向にある (図 3、図 4）。 

 延べログイン数、実利用者数ともに増加しているが、特にログイン数が大きく増加しており、延べログイン数から実

利用者数を除した、１人当たりの年間ログイン数は、2015 年度 144 回／年から、2016 年度は 202 回／年と大きく増

加しており、無線 LAN を利用する機会が増加しているといえる。 

図 3 無線 LAN のログイン数の推移 
 

図 4 無線 LAN 実利用者数の推移 

 

 
図 5 学部別無線 LAN 延べログイン数の推移 

 

図 6 大学院研究科別無線 LAN 延べログイン数の推移 

 

図 7 学部別無線 LAN 実利用者数の推移 
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図 8 大学院研究科別無線 LAN 実利用者数の推移 

 
図 9 無線 LAN 延べログイン数の認証経路内訳 

 

  

3-1-3 VPN 接続 
 VPN とは「Virtual Private Network」の略で、自宅や外出先などの学外からインターネットを使って RAINBOW ネ

ットワーク（学内）に接続するサービスで、学内のパソコン（マルチメディアルームや情報教室）からしか利用できない

コアデータベースなどのサービスを自宅など学外から利用することができる。毎年増減はあるものの一定数利用されてい

る。 

図 10 VPN 接続延べログイン数の推移 図 11 VPN 接続実利用者数の推移 
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図 12 学部別 VPN 接続延べログイン数の推移 

 

図 13 大学院研究科別 VPN 接続延べログイン数の推移 

 
図 14 学部別 VPN 接続実利用者数の推移 
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図 15 大学院研究科別 VPN 接続実利用者数の推移 
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3-2 パソコン環境の利用実態 

3-2-1 RAINBOW パソコンの設置状況 

1） 情報教室 

     表 2 情報教室へのパソコン設置状況一覧 

 

2） マルチメディアルーム等 

表 3 マルチメディアルームへのパソコン設置状況一覧 

 

3） 教材開発環境・教員控室 

 衣笠キャンパスの各学部教員控室や BKC、OIC の教員ラウンジには、情報教室と同じパソコンを設置して、教材の

動作を確認するなど、授業のリハーサルが出来るようにしている。また、衣笠キャンパスと BKC、OIC にそれぞれ教

 マルチメディアルーム（以下、MMR）は、情報教

室と同一仕様のパソコンで自学自習することを目的

として設置されている。 
 自学自習のためのパソコンは MMR 以外にも、大

学院生共同研究室、大学院生のための MMR、情

報語学自習室、ピア・ラーニングルーム、OIC の

ICT-Lab、大阪梅田キャンパスの自習エリアなどに

も設置されている。いずれも、情報教室と同じソフト

ウェア環境を整備している。 

 情報教室は、受講生に固定パソコンを使わせて授業を実

施するための施設であり、情報処理演習室と情報語学演習

室の 2 種類がある。情報語学演習室では教材の音声を教

卓から学生卓のヘッドセットに配信できる仕組みを導入して

いる。 

これらの教室では、原則として受講生 1 人ひとりが 1 台

のパソコンを使えるようになっており、2 台のパソコンの中間

にモニターを用意して、教卓で操作している教員のパソコ

ン画面を受講生に提示できるようになっている。教材提示

装置や AV 機器の映像も、このモニターを用いて提示する

ことができる。 

 パソコンは、ソフトウェアの不具合やセキュリティ上の問題

に対応するため、月に１回、環境保全のための更新を行っ

ている。サーバの環境を更新すると、リモートでそれぞれの

パソコンに反映できる仕組みを導入しているため、教室利

用を制限することなく迅速に環境を更新することができる。

また、多数の利用者が共用することを前提に、利用者により

パソコンのローカルディスクに置かれたファイル等はログオ

フ時に消去して、標準の状態に戻る設定を行っている。 
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材作成室があり、AV 機器や機材を用いて教材の作成ができるようにしているほか、大判プリンターやカラープリンタ

ーを備えて、教員の利用に供している。またこれらの部屋は教員を対象に提供しているが、一部の施設については、TA
（ティーチング・アシスタント）や ES（教育サポーター）など、予め登録された大学院生・学生も利用可能としてい

る。 

4） 図書館、学生施設など 

 全学の情報基盤整備事案で設置している固定パソコンの多くは、情報教室での授業の実施とそれに関係する自学自習

を目的としており、授業で必要なソフトウェアが動作するように設定されているが、これ以外にも、図書館内に

RUNNERS システムの蔵書検索専用パソコン、キャリアオフィスに就職支援専用パソコンを設置している。 

5） 貸出用ノートパソコン 

 衣笠キャンパスの各学部事務室と BKC、OIC 教員ラウンジなどでは、主に教員に対してノートパソコンの貸出しを

行っている。衣笠キャンパス平井嘉一郎記念図書館と BKC メディアライブラリー、OIC 図書館では、図書館施設を利

用する学生に対して、また OIC の ICT-Lab.では、キャンパス内で利用する学生に対して、ノートパソコンの貸出しを

行っている。これらのパソコンは、文書作成や表計算、ブラウジングなどの汎用的なソフトウェアが動作するようにな

っており、多数の利用者が使うことを前提に、再起動することで元の状態に戻るような仕組みを運用している。インス

トールされているソフトウェアの不具合やセキュリティ上の脆弱性に対応するため、半年に１回、全台を回収してメン

テナンスを行っている。 
 

3-2-2 情報教室の利用状況 

1） 情報教室を利用する授業数など 

 情報教室を利用して実施された授業数、その授業を担当した教員数、それらの授業の延べ受講登録者数の経年変化は

以下の通り。 

     

 
図 16 情報教室 授業数、教員数、受講登録者数 

※RISING 履修成績システムの授業マスターテーブルより集約 
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2） 情報教室の稼働率 

 各キャンパスの情報教室と一般教室の稼働率と比較することで、情報教室の稼動状況を検証する。情報教室の

稼働率は、衣笠キャンパスの平均が 50.1%、BKC の平均が 61.9%、OIC の平均が 54.1%となっており、2016 年度は

OIC の情報教室稼働率が大幅に伸びている。また、一般教室の稼働率は、衣笠キャンパス 71.4％、BKC は

55.8％、OIC では 41.6%となっている。 

一般教室の稼働率の算出方法は異なる（注１）が、本グラフから衣笠キャンパスは一般教室と情報教室で稼働率

の差が大きく、BKC および OIC では情報教室の方が稼働率が高いことが分かる。 

 
図 17 キャンパス別情報教室の稼働率 

 
図 18 キャンパス別の一般教室の稼働率（教務課調べ） 

 
（注 1） 

 衣笠キャンパス、BKC の情報教室の稼働率統計は、教室台帳による。OIC は教室予約システムによる。授業期間の平日（月～金）の１～5 時限目について集計。不

足分授業日、祝日授業日を含む。補講や臨時利用を含む。エクステンション講座等の授業以外の利用を含む。統一補講日は含まない。（統一補講の対象となった授業の

予約のキャンセルが行われないことから、重複してカウントしてしまうこととなるため）システムメンテナンス等、教室としての機能を使わないものは含まない。抽出

時期は 2016 年度末。 
 一般教室の稼働率は基幹時間割決定のために教務課が作成した資料より作成。教室台帳による。授業期間の平日（月～金）の１～5 時限目について集計。不足分授業

日、祝日授業日を含む。統一補講日は含まない。補講や臨時利用を含まず、毎週その教室で実施される授業のみを対象とする。エクステンション講座等の授業以外の利

用は含まない。施設メンテナンス等、教室としての機能を使わないものは含まない。抽出時期は 2016 年度当初。 
 

有：有心館  尽：尽心館  清：清心館  以：以学館恒：恒心館  洋：洋洋館   AC：アクロスウイング  P：プリズムハウス  C：コラーニングハウスⅠ 
図 19 施設別 情報教室稼働率 
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図 20 曜日時限別 情報教室稼働率 

 基幹時間割で曜日時限が決定される外国語の授業や、情報リテラシー、プログラミング演習など、学部・回生単位で

全学生がクラス分けされて受講する科目が開講されている曜日時限で稼働率が非常に高くなっており、曜日時限によっ

ては全ての情報教室が利用されている。一方で稼働率が年平均で 50%に満たない教室が、衣笠キャンパスにおいては

10 教室、BKC では 7 教室、OIC では 4 教室ある。 

 

3-2-3 マルチメディアルーム利用状況 
表 3 マルチメディアルーム設置状況表 

        
   

 情報教室と同一仕様のパソコンを使ったキャンパス

内での自学自習、授業の復習等ができる環境として、

MMR のほか、大学院生共同研究室、大学院生専用

MMR、ピア・ラーニングルーム「ぴあら」、さんしゃ PC

ラウンジ（産業社会学部の予算で整備されている）、

OIC では、ICT-Lab.を整備しており、多くの学生が利

用している。 
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1） マルチメディアルーム年間ログイン数および実利用者数の推移 

 ログイン数、実利用者数ともに、2010 年度から減少傾向にあったが、2013 年度から実利用者数の微増（2015 年度比

２％）が続いている。一方でログイン数は、2015 年に比べ 4%程度減少した。実利用者 1 人あたりの平均ログイン回数

は、2016 年度は約 30 回と、2015 年度の約 32 回に比べ減少した。一方、無線 LAN の利用者・ログイン数は増加の傾向

にあり、スマートフォンや、持ち込み PC などの利用が徐々に進みつつあると考えられる。 

 

        図 21 MMR 延べログイン数の推移                図 22  MMR 実利用者数の推移  

 
図 23 学部別 MMR 延べログイン数の推移 

  
図 24 大学院研究科別 MMR 延べログイン数の推移 
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図 25 学部別 MMR 実利用者数の推移 

 
図 26 大学院研究科別 MMR 実利用者数の推移 

2） OIC 設置パソコン利用状況 

 2015 年度開設の OIC では、パソコンを使った自習空間として、教室エリアやコンコースの利用しやすい場所に

『Express-PC』を設置、また ICT-Lab.では大型モニターが利用できるパソコンやノートパソコンの貸出しを行ってい

る（以下、貸出ノートパソコン）。表 4 は、Express-PC、ICT-Lab.の備え付けパソコン、貸出ノートパソコンの週ご

との利用回数を 1 台あたりで示したものである。 

 2015 年度と比較して、Express-PC の利用回数に大きな変化は見られないが、ICT-Lab.備え付けのパソコン利用回数

は一年を通じて利用回数が若干増加している。貸出ノートパソコンは、従来と同様に１度の貸出当たりの利用時間が

Express-PC や ICT-Lab.の備え付けパソコンに比べて長いため、利用回数は多くないが、それでも通年でみると若干の

増加がみられる。平均して 1 日に 2 回から 3 回貸し出されており、一人の学生が 1 日間借りたままというケースは減少

している。 
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表 4 OIC 設置パソコン 1 台あたりの利用状況 

 

3-2-4 印刷環境の利用状況 

1） 印刷環境の整備状況 

情報基盤課にて設置しているプリンターの設置状況は、

表 5 の通りである。 

なお、2014 年度にプリント管理システムで計数する対象

を広げたため、それ以前との印刷ページ数の単純な比較は

できない。 

表 5 プリンター設置状況表 
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2） 印刷ページ数の推移 

 全体の印刷ページ数は、2015 年度に比べ 6%増加している。OIC では、経営学部は 2 年続いて大きく増加し、政策科学

部は、昨年と同じ水準となっていることから、印刷環境が活用されていることがわかる。また、法学部と理工学部は増加を続け

ている。 

   
図 27 対象施設での印刷総ページ数の推移 

 

図 28 学部別印刷総ページ数の推移 

 

 図 29 大学院研究科別印刷総ページ数の推移 
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3） 一人あたりの印刷ページ数の推移 

 学部別一人あたり印刷ページ数は、経営学部、映像学部の増加が大きい。総合心理学部は、設置初年度であるが 2016

年度最も一人当たりの印刷枚数が多くなった。また、大学院研究科別一人あたりページ数では、2012 年度のように一部

の利用者が突出枚数を印刷する実態はなくなった。 

 
図 30 学部別ひとり当たり印刷ページ数 

 
図 31 大学院研究科別ひとり当たり印刷ページ数 

4） 印刷ページ別利用者数 

 2016 年度の実績では、88%の利用者の印刷数は 500 枚以下である。1000 枚を超える印刷を行う利用者は 1％未満

の 55 名であり、昨年の 180 名から 125 名減少した。さらに、最高印刷枚数も 3500 枚までに減少した。 

 
表 6 印刷ページ別利用者数および印刷ページ数 
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5） OIC ICT-Lab.大判プリンターの印刷実態 

     表 7 OIC ICT-Lab.大判プリンターの印刷実態 

      

                                       

6)  OIC 複合機の印刷ジョブ数 

     表 8 OIC 複合機の印刷ジョブ数 

   

                       ※カッコ内は印刷ジョブ数のうち持込パソコンから出力したジョブ数の割合 

  

 OIC では ICT-Lab.内に、ポスター等の印

刷用に教員、学生が利用できる大判プリンタ

ーを設置している。ピークとなる月に変化が

あるものの印刷枚数は増加している。 

 OIC では BYOD（注 2）を推奨しており、その

取り組みの一つとして、自身のパソコンからコン

コースやコモンズなどに設置された複合機に印刷

できる環境を提供している。 

 表 8 は OIC の学生の全体の印刷ジョブ数におけ

る学生の持ち込み PC からの印刷ジョブ数の割合

を表したものである。 

 2016 年度は前年度に比べ、5%程度持ち込み PC

からの印刷が増加している。 

 
（注 2） 
Bring your own device の略。自分のパソコンをキャンパスに持ち込み学習

を行うこと。 
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3-2-5 ソフトウェア環境の利用状況 

1)  教室、MMR、ぴあらでのアプリケーション利用状況 

 表 9 は情報教室や MMR、ぴあらにおけるアプリケーションの利用状況をまとめたものである。 

例年同様、利用されるアプリケーションは Word 等の Microsoft office 製品が上位を占めている。上位では Power Point

と Firefox が減少傾向に、PDF の編集が可能な Adobe Acrobat professional の利用が増加傾向にある。 

 

表 9 情報教室、MMR、ぴあらでのアプリケーションソフトウェア利用状況 

 

2)  情報教室、MMR、ぴあらでの web アクセス利用状況 

 表 10 はブラウザからどのようなサービスを利用しているかを URL 別にまとめたものである。 

 Web ページに埋め込まれている広告や画像表示サイトへのアクセスが含まれている(i.yimg.jp、cm.g.doubleclick.net、

t4.liverail.com など）ことから、実際に利用者が意図してアクセスしたサイトが分かりづらいが、Google や bing 等、検

索サイトが上位となっていることが分かる。なお 1 位は、言語教育センターが提供している英語学習サービス「ぎゅっと

e」yaruzo.gyuto-e.jp である。 
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表 10 情報教室、MMR、ぴあらでの web アクセス利用状況 

 
※学外 WEB のアクセスのみをカウントしている。 
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3)  ソフトウェア貸出情報 

 前年度に引き続き Microsoft 社及び Adobe 社との包括ライセンス契約を締結しており、Microsoft 社及び Adobe 社製の

ソフトウェアをダウンロードステーション（学内ネットワークから直接パソコンにソフトウェアをダウンロードできるサ

ービス）や RAINBOW サービスカウンターにて教職員に提供している。 

 ダウンロード件数からは、Microsoft 社の Office 製品（Word、Excel 等）と Adobe 社のマルチメディア系製品

（Illustrator、Photoshop）、ｐｄｆ編集ソフト（Acrobat Pro）の利用が多いことがうかがえる。いずれも新しいバージョンへのダウンロ

ード件数が増えており、Microsoft 社の Office 製品では 2016 が増加している。 

 貸出数においてもソフトウェアの新バージョンへの移行の傾向が見られ、Windows10 Professional の貸出数が多いことが分る。 

 

図 32 ダウンロードステーション アプリケーションダウンロード件数 
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図 33  RAINBOW サービスカウンターアプリケーション貸出件数 
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3-3 各種サービスの利用実態 

3-3-1 メールシステム 
 今年度はメールシステム更改の年であった。旧システムと、新システムである Office 365 では、同一の利用データ

を取得することができないため、新旧それぞれのデータを報告する。対象期間は、旧システムは 2016 年 4 月 1 日～

2017 年 3 月 31 日、新システムはメールシステム切り替えが完了した 2016 年 11 月 1 日～2017 年 3 月 31 日としてい

る。 

1） 旧メールシステムの利用状況 

 メールシステムの切替えについては、2016 年 6 月に職員、7～8 月に附属校、11 月に立命館大学（教員・学生）と順次

実施した。よって、利用期間が少ないことから、WebMAIL 年間延べログイン数が大きく減少している（図 34、図 36、

図 37）。しかし、1 回以上ログインしている実利用者数では、全体的な減少傾向はみられるが、例年通りであった（図 35、

図 38、図 39）。 

 

 
図 34 WebMAIL 年間延べログイン数の推移 

 
図 35 WebMAIL 実利用者数の推移 

 

 
図 36 学部別 WebMAIL 年間延べログイン数 
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図 37 大学院研究科別 WebMAIL 年間延べログイン数 

 

 
図 38 学部別 WebMAIL 実利用者数  

 

  
図 39 大学院研究科別 WebMAIL 実利用者数 
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2） 新メールシステム（Office 365 Education）の利用状況 

 2016 年 11 月に Office 365 Education へのメールシステムの切り替えが完了し、2016 年 12 月末までに約 56,000 のメール

ボックスが新システムへと移行した。メールボックス容量が学生 150MB、教職員 300MB から学生・教職員共に 50GB に拡

大、スマートフォンアプリによる利用可など利便性が大きく向上した。また、これまで測定できていなかったメールのメッセ

ージ流量とメール利用者数の実態を把握することが可能となった（図 40、図 41）。メール流量では、11～12 月がメールデー

タ移行期間であったため、旧システムより取込んだメッセージ数が多くなっている。利用者数の観点で見ると「開封」操作を

している数は実質的なメール利用者数であると言えるため、常時 6,000 人がメールを確認していることになる。全体数に教職

員が含まれていることを鑑みると学生のメール利用が非常に落ち込んでいると推測される。利便性向上により、今後どのよう

になるか注視が必要である。 

 

 
図 40 メールメッセージ数の月別状況 

 
図 41 日平均メール利用者数の月別状況 

 
※ 毎日のデータを種類別に月間単位で集計し、１日あたりの平均値を算出 
受信： メールを受信した（届いた）数 
送信： メールを送信した数 
開封： メールを開封済みにした数 

 
※ 一日あたりのメールシステム利用者数を月別に集計し算出 

 

 新システムでメールボックスの全体容量の実態が把握でき

るようになった（図 42）。2016 年 5 月時点で旧システムでの

全体利用容量は約 2.5TB であったが、メールシステム切り替

え後、数ヵ月で約 1.8 倍の容量（4.49TB）に到達していること

から、容量不足問題は解消されていると考えられる。また、メ

ールボックス利用容量は今後も増加すると推測される。 

 
図 42 メールボックス総容量 

 

 
図 43 接続クライアント別月間平均（2016 年 11 月～2017 年 3 月） 

Outlook on the web Webメール 
Outlook(Windows) Windows版 Outlook 2007～2016 
Outlook(Mac) Mac版 Outlook 2011～2016 
Outlook(mobile) Outlook for iOS/Android 
Other(mobile) Android標準、Gmailアプリ等 
Mail(iOS/Mac) iOS、macOSの標準メール 
POP3 POP3接続した Thunderbird等 
IMAP4 IMAP4接続した Thunderbird等 
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 これまで旧メールシステムのスマートフォンからの利用は、専用アプリが提供されていないことから低調であった。新メ

ールシステムではモバイルからの接続が 4 割弱を占め、スマートフォン利用が大きく進んでいる。（図 43） 

 

3-3-2 Office 365 ProPlus 
 メールシステムの切り替えに合わせて、Office 365 から Word、Excel などの Office 365 製品をパソコンにインストールす

るサービスの利用を開始した。アクティベートした利用者数（図 44）とデバイス数（図 45）を調査した。Microsoft 社の包

括ライセンスによる配布（3-2-5 ソフトウェア環境の利用状況）は教職員や情報教室などへの配布に限るが、Office 365 

ProPlus は学生も対象であるため、自習等環境を向上させる一助となった。学生が利用開始となった 11 月より利用者数が急

激に増加していることから、学生に評価され利用されていると考えられる。 

 
図 44 Office 365 ProPlus アクティベーションユーザー数  

図 45 Office 365 ProPlus アクティベーションデバイス数 
   ※アクティベート：ライセンス認証を行いソフトウェア製品を利用可能な状態にすること。 

3-4 視聴覚資料利用状況 

視聴覚資料貸出は、プラズマディスプレイなどの教室 AV 機器利用促進のため 2000 年ごろにサービスを開始した。しかし現

在では、多くの授業で教室 AV 機器が活用されており、当初の利用促進としての役割は薄れつつある。 

2012 年以降は年々減少していたが、2015 年度の貸出数は 737 件で一旦 2012 年度の水準に戻っているものの、2016 年度では

再び減少に転じている。 

視聴覚資料は、教員からの希望を毎年募ることで拡充している他、言語教育企画課が購入した資料も RAINBOW サービスカ

ウンターで貸出を行っており、それらを併せた資料の総数は約 2 万点にのぼる。

 
   図 46 視聴覚資料の貸出状況 
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4 迷惑メールおよびサイバー攻撃の状況  

 

4-1 迷惑メール（スパムメール） 

4-1-1 2016 年までの迷惑メール防止システム 
 迷惑メール防止システムは、学外から学内に届

くすべての着信メールをチェックしている。2007 

年に導入した後、同一機種で更新を続けてきたが、

その機能を Office 365 が提供するメールフィルタ

ーに置き換えた。 

2016 年度は、全着信メール 1 億 3000 万通のうち

82%（約 1 億 700 万通）のメールは、極めて迷惑

メールの可能性が高いと判定され破棄されている

（図 47）。 

 また、1％ (約 140 万通)のメールが迷惑メール

の疑いがあると判定されており、正常と判定され

たメールは、17%（約 2200 万通）であった。 

2016 年度に学内に届いた迷惑メールの件数は

昨年度よりやや減少しているものの、依然として

全着信の 8 割を越える状況であり、傾向に大きな

変化がないことがわかる。（図 48） 

  

 
図 47 学外からのメール処理状況 

 

 
「通過後タグ付き」は、通過させた後に、メールヘッダ、本文を解析し、スパムと推察さ

れるものの Subject 接頭辞として{spam}を挿入する扱いを行っているもの 
 

2016 年度の特徴は以下の通りである。 

【迷惑メールの状況】 

  相変わらず迷惑メールの流通量が多く、学園に届くメールの 74%が迷惑メールであり、正常なメー

ルは 26%に留まっている。迷惑メール判定システムが有効に機能し、利用者への大量の迷惑メール受

信を食い止めている。 

【サイバー攻撃の状況】 

  多数のサイバー攻撃に対し、ファイアウォールの IPS（サーバやネットワークの外部との通信を監

視し、不正なアクセスを検知し攻撃を未然に防ぐ機能）が検知し防御している。このような状況を踏

まえ、サイバー攻撃の情勢を見据え情報システムのセキュリティ対策については今後も継続的に見直

していくことが必要である。 
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図 48 スパムメール数の推移 

 

4-1-2 新メールシステム（Office 365 Education）のセキュリティ対策機能 
 Office 365のメールシステムには、

マルウェア検知・検疫機能、迷惑メー

ル防止機能が標準で提供されてい

る。迷惑メール防止機能は、大きく分

けて、ブラックリストなどから送信

元サーバの信頼性を評価して接続を

ブロックする機能（図 49 では IP ブ

ロック）、メールのヘッダや文面をス

キャンし迷惑メールと思しき内容を

利用者の迷惑メールフォルダに配送

する機能（図 49 ではスパム検出）の

2 種類で構成されている。 

 旧メールシステムと Office 365 で

は、算出方法やメール配送経路が根

本的に違うため、単純に旧メールシ

ステムとの比較はできない。ただ、マルウェア検知数が把握可能になったり、学内外関わらず統計対象となったことから、メ

ールシステムの利用状況同様に、より実際的な利用状況の把握が可能となった。 

 2016 年 11 月～12 月は、メールデータ移行期間であり、旧メールシステムから取込んだメールも対象となっているため、マ

ルウェア検出数が突出して多い結果となった。 

 

 

 

図 49 メールシステム セキュリティ対策サマリ 
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4-2 サイバー攻撃 

 表 13 は、本学の FireWall の IPS 機能（サーバやネットワークの外部との通信を監視し、不正なアクセスを検知し攻撃を未然に

防ぐ機能）により検知した不正なアクセスを表したものである。通信方向欄の OUT は立命館外部、IN は立命館内部、DMZ は立

命館の内部にはあるが立命館の外部に公開された部分を指す。 

2015 年度と同様に各項目で膨大な数の攻撃が検知されており IPS 機能の有効性が確認できると共に、情報事故発生リスクの高ま

りが懸念される状況にある。このような状況を踏まえ、サイバー攻撃の情勢を見据え情報システムのセキュリティ対策については

今後も継続的に見直していくことが必要である。 

 

 
表 11 全学 FireWall IPS 機能      （単位：アクセス件数） 

 

【各検知項目の特徴】 
検知項目名称 概要 通信方向と検知数の関係性 

virus(アンチウイルス) コンピュータウイルスのファイル送受信

を検知する機能。コンピュータウイルス

とはコンピュータに常駐して動作し、該

当のパソコンのデータの破壊等を目的と

しているプログラムを指す。 

コンピュータウイルスは立命館外部から

立命館内部へ侵入を図るため、大半は

[From]out [To]in の通信方向で検知され

る。 

Spyware(アンチスパイウェア) スパイウェアによる不審通信を検知する

機能。スパイウェアとはコンピュータに

常駐し、利用者が入力した情報やコンピ

ュータ内に保存された情報を秘密裏に収

集するプログラムを指す。 

スパイウェアによる不審通信は、立命館

内部と立命館外部の双方向で様々な通信

が行われるため、各通信方向で検知され

る。 

Vulnerability(脆弱性防御) コンピュータ上で動作するプログラムの

不具合(脆弱性)をついて、コンピュータ

への不正プログラムの埋め込み等を狙う

攻撃を検知する機能。 

脆弱性をついた攻撃は、立命館内部と立

命館外部の双方向で様々な通信が行われ

るため、各通信方向で検知される。 
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